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地震発生予測検証実験で使用する XML 形式の説明： 
ForecastML 

 
 

地震活動評価に基づく地震発生予測研究グループ 
（文責：東京大学地震研究所 楠城一嘉、平田 直、鶴岡 弘） 

 
 

最終更新：2009 年 2 月 
 
 
1. はじめに 
 
本地震発生予測検証実験では、テスト地域内の多数の地点の各々で予測期間内に発生する、

マグニチュード m＝5.0, 5.1, 5.2, …, 9.0 を持つ地震の個数を予測し、その結果を検証する

（本実験の詳細は楠城他（2009）を参照）。ここで、地点のリストを示すファイルは、

http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/ZISINyosoku/でダウンロード可能である（例えば、楠城他

（2009）の図 1 または 3.2.1 に示す日本全土を含む領域のリストは、japan.forecast.nodes.dat
で与えられる）。予測結果を以下に説明する XML（eXtensible Markup Language）形式で出

力できるモデルのプログラムコード又は、その形式で出力された予測結果を保存したファイ

ルを受け付ける。 
本稿の主要目的は、当実験で用いる XML（ForecastML と呼ぶ）形式の構造を説明するこ

とである。XML それ自体の詳しい仕様については扱わないので、関連書籍等を確認頂きた

い。モデラー候補者には、当検証実験へ適合するように、予測モデルのプログラムコードを

修正して頂く。 
 
2. ForecastML の説明 
 

XML 文書は、要素（element）と属性（attribute）が複数集まって構成される。本稿で用い

る用語を説明するため、一つの要素を記述するための基本的な構文を次に示す。 
 
<要素名 属性名="属性値">内容</要素名> 

 
ここで、<要素名 属性名="属性値"> をこの要素の開始タグ、</要素名> を終了タグ、属性名

="属性値"を属性と呼ぶ。「内容」は何らかのテキストである。 
以下では、本実験で採用する XML（ForecastML）の構造を、図 1 に示す例を使用しなが

ら説明する。それは、モデラーである Kevin が彼のモデル K model（バージョン：1.2）に基

づいて算出した予測値を出力した例である。予測期間は 2005 年 4 月 1 日 00:00:00－2008 年 3
月 31 日 00:00:00 で、予測結果を出力した時刻は 2005 年 3 月 31 日 23:10:00 である。実験領

域を構成する地点は、4 地点（24.15°,122.45°）、（24.25°,122.45°）、（24.15°,122.55°）、

（24.25°,122.55°）で、0-30km の深さの地震が実験対象である。各々の地点について、m=5.0
の地震の予測個数、m=5.1 の地震の予測個数, …, m=5.5 の地震の予測個数を示している。 

 
• 1 行目：例で記載されているとおりに出力する。 
• 2 行目：要素（CSEPForecast）の開始タグ。要素（forecastData）を含む。例で記

載されているとおりに出力する。 
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• 3 行目：要素（forecastData）の開始タグ。本要素の内部に、10 要素（modelName、
version、 author、 issueDate、 forecastStartDate、 forecastEndDate、

defaultCellDimension 、 defaultMagBinDimension 、 lastMagBinOpen 、

depthLayer）を含む。例で記載されているとおりに出力する。 
• 4 行目：予測モデルの名前。モデル名を要素（modelName）の内容で示す。 
• 5 行目：モデルのヴァージョン。これは、要素（version）の内容で示される。 
• 6 行目：モデラーの名前。要素（author）の内容で、モデラー名を示す。 
• 7 行目：予測結果を出力した時刻。要素（ issueDate）の内容（ 2008-11-

06T23:10:00Z）は、2008 年 11 月 6 日 23:10:00 を示す。 
• 8 行目：予測期間の開始時刻。7 行目の説明を参照。 
• 9 行目：予測期間の開始時刻。7 行目の説明を参照。 
• 10 行目：予測値を求める地点の間隔。緯度方向と経度方向の間隔は共に 0.1°なので、要

素 （ defaultCellDimension ） の 属 性 を 用 い て latRange='0.1' 
lonRange='0.1'と示す。 

• 11 行目： m の最小単位。その最小単位（0.1）を要素（defaultMagBinDimension）
の内容で示す。 

• 12 行目：例で記載されているとおりに出力する。 
• 13 行目：テスト地域の最も浅い深度と深い深度。両深度を要素（depthLayer）の属性

で示す。例（図 1）の領域の深度は 0－30km なので、属性は max='30.0' min='0.0'
となる。本要素（depthLayer）の内部に要素（cell）を含む。 

• 14 行目以降：指定された地点で予測期間内に発生すると期待された地震数。検証実験の

ルールで指定された m について地震数を示す。例えば、一つ目の要素（cell）は、地

点（ 24.15°,122.45°）における予測を示し、その地点情報は属性（lat='24.15' 
lon='122.45'）で示す。そして、要素（cell）の内容は、bin と呼ばれる要素から

構成されており、m=5.0, 5.1, 5.2, 5.3, 5.4, 5.5 の予測個数が示されている。一例として、

15 行目の要素（bin）は、m=5.0 の地震の予測個数が 9.994608 x 10-4であることを示す。 
• 最後の 3 行（図 1 では 46-48 行目）：要素（depthLayer、forecastData、

CSEPForecast）の終了タグを示す。記載されているとおりに出力する。 
 
3. 推奨されるファイル名 
 
 予測結果を保存するファイル名は、csep.modelname.xml が望ましい。ここで、

modelname のところに予測モデルの略称を入れる。例えば、上記の例で用いている K 
model の場合、推奨されるファイル名の一つは csep.Kmodel.xml である。 
 
4. 問合せ先 
 
 〒113-0032 東京都文京区弥生 1－1－1 東京大学地震研究所内「地震活動評価に基づく

地震発生予測研究グループ」事務局（平田直、鶴岡弘、楠城一嘉） 
e-mail：ZISINyosoku-submit@eri.u-tokyo.ac.jp 
ウエブページ：http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/ZISINyosoku 
 

5. 文献 
 
地震活動評価に基づく地震発生予測研究グループ（文責：楠城一嘉、平田直、鶴岡弘）, 

2009（出版中）, 地震発生予測検証実験に関する公募, 地震学会ニュースレター. 
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<?xml version='1.0' encoding='UTF-8'?> 1 
<CSEPForecast xmlns='http://www.scec.org/xml-ns/csep/forecast/0.1'> 2 
  <forecastData publicID='smi:org.scec/csep/forecast/1'> 3 
    <modelName>Kmodel</modelName> 4 
    <version>1.2</version> 5 
    <author>Kevin</author> 6 
    <issueDate>2005-03-31T23:10:00Z</issueDate> 7 
    <forecastStartDate>2005-04-01T00:00:00Z</forecastStartDate> 8 
    <forecastEndDate>2008-03-31T00:00:00Z</forecastEndDate> 9 
    <defaultCellDimension latRange='0.1' lonRange='0.1'/> 10 
    <defaultMagBinDimension>0.1</defaultMagBinDimension> 11 
    <lastMagBinOpen>1</lastMagBinOpen> 12 
    <depthLayer max='30.0' min='0.0'> 13 
      <cell lat='24.15' lon='122.45'> 14 
        <bin m='5.0'>9.994608e-004</bin> 15 
        <bin m='5.1'>7.938999e-004</bin> 16 
        <bin m='5.2'>6.306171e-004</bin> 17 
        <bin m='5.3'>5.009170e-004</bin> 18 
        <bin m='5.4'>3.978925e-004</bin> 19 
        <bin m='5.5'>3.160573e-004</bin> 20 
      </cell> 21 
      <cell lat='24.25' lon='122.45'> 22 
        <bin m='5.0'>9.994608e-004</bin> 23 
        <bin m='5.1'>7.938999e-004</bin> 24 
        <bin m='5.2'>6.306171e-004</bin> 25 
        <bin m='5.3'>5.009170e-004</bin> 26 
        <bin m='5.4'>3.978925e-004</bin> 27 
        <bin m='5.5'>3.160573e-004</bin> 28 
      </cell> 29 
      <cell lat='24.15' lon='122.55'> 30 
        <bin m='5.0'>9.994608e-004</bin> 31 
        <bin m='5.1'>7.938999e-004</bin> 32 
        <bin m='5.2'>6.306171e-004</bin> 33 
        <bin m='5.3'>5.009170e-004</bin> 34 
        <bin m='5.4'>3.978925e-004</bin> 35 
        <bin m='5.5'>3.160573e-004</bin> 36 
      </cell> 37 
      <cell lat='24.25' lon='122.55'> 38 
        <bin m='5.0'>9.994608e-004</bin> 39 
        <bin m='5.1'>7.938999e-004</bin> 40 
        <bin m='5.2'>6.306171e-004</bin> 41 
        <bin m='5.3'>5.009170e-004</bin> 42 
        <bin m='5.4'>3.978925e-004</bin> 43 
        <bin m='5.5'>3.160573e-004</bin> 44 
      </cell> 45 
    </depthLayer> 46 
  </forecastData> 47 
</CSEPForecast> 48 
 49 
図 1. ForecastML の例 50 
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